
（別紙）新プログラムのイメージ 
 

【STEP1】 
募集選考段階 

【STEP2】事業実施段階 【STEP3】 
事後活動段階 (1) 関係構築 (2)交流と実践 (3)振り返り 

 
① ⻘年が参加しやすい魅⼒あるプログラム

の構築 
• 仕事・学業との両⽴が可能となる⽇程の分散

化（週末オンライン交流【数カ⽉〜半年程度】
＋集中対⾯交流【２〜３週間程度】） 

• 社会⼈向け短期プログラム導⼊の検討 
• 企業側から⾒ても、魅⼒あるプログラムの発信 
• 企業の研修制度との連携に向けた検討 
 
② ⻘年に響く広報コンテンツ、⼿法の充実・

強化 
• ショート動画等の広報コンテンツ作成 
• インフルエンサーとの協⼒等による YouTube や

SNS 等での戦略的発信 
• 経済界、⼤学等への広報強化 

 

③ 次世代リーダーとしての活動意欲、継続
的な事業参画を重視した選考 

• 語学⼒の習得等を主の⽬的とせず、次世代リ
ーダーとしての活躍を⽬指す者を総合評価で選
考 

• ⾃⾝が今後どのように⾏動し成⻑していきたい
かを⽰す「将来設計書」等の提出 

• 語学⼒が⼗分でない者に対する語学⼒習得に
向けた措置の検討 

 
④ 多様性重視枠の創設 

• ⽂化・芸術やものづくりなどの個別分野で活躍
する者等の参加を想定した多様性重視枠の創
設 

• 語学⼒が⼗分でない者に対する語学⼒習得に
向けた措置の検討（再掲） 

 

① ⽬標設定 
• 事業参加前に参加⻘年が各々の⽬標を設定 
• オンライン交流の後、対⾯交流前に⽬標の再

設定の機会 
 

② 有識者による講義、グループディスカッシ
ョン 

• SDGs など世界共通の課題について学習 
• 課題に対する国内外の多様な考え⽅を吸収す

るためのグループディスカッションを実施 
• 外国政府や既参加⻘年等のリーダーとのオンラ

イン上での⾯会を検討 
 

③ ⽂化交流・アクティビティ 

• ⾃⼰の発⾒・再認識と関係性構築を図るた
め、オンライン空間での⽂化交流、ダンスや料理
などのアクティビティ実施を検討 

 

④ ⾃由な交流機会の確保 

• 個別かつ⾃由な会話が可能となるメタバース空
間等を活⽤して、参加⻘年間の⾃由な交流機
会を確保 

 

⑤ 地域実践活動プランニング 

• 特定の地域を題材に、相互理解の増進、実践
⼒を醸成するためのチームビルディングをオンライ
ン上で実施 

• ５〜６名程度のチームを構成し、特定の地域
を題材に地域実践活動をプランニング 

• 地域実践活動に参加してもらう既参加⻘年や
世界各地で同種の活動をしている既参加⻘年
にプランニングへの協⼒・参画を依頼 

 

① 共同⽣活 
• 船をベースキャンプとする⽇本参加⻘年・外国

参加⻘年による共同⽣活（２〜３週間程
度） 

• 新型コロナウイルス感染症等のリスク低減、仕
事・学業との両⽴を図りつつ、実践活動の⽇数
確保の観点から、国内数か所を船で周遊 

• 国内の社会⼈等向けに、国内寄港地からの途
中参加を可能とする等の短期プログラム導⼊も
検討 

• 地域実践活動プランニングの継続 
 
② 地域訪問活動 

• テーマを設定し、そのテーマに相応しい⽇本国
内の地域数か所に寄港し、地⽅公共団体や
地域の NPO、既参加⻘年等の協⼒・参加の
下、⽇本の地域を紹介、体験、意⾒交換 

• 既参加⻘年や地域の⻘年・住⺠を招いて交流
を⾏うオープンシッププログラムの開催 

 
③ 地域実践活動 

• 地域１か所に寄港、⼀定期間（１週間から
１０⽇程度）停泊し、現地に⼊り活動 

• 地⽅公共団体の協⼒の下、地域の NPO、既
参加⻘年と協⼒・連携して、プランニングした活
動を実践 

• 既参加⻘年や地域の⻘年・住⺠を招いて交流
を⾏うオープンシッププログラムの開催 

 
④ 表敬等 

• 政府や地域のリーダーへの表敬、意⾒交換 

 

① ラップアップセッション 
• 事業終了後に、「将来設計書（STEP1）」や

「⽬標設定（STEP2(1）)」について、⾃⼰評
価し、将来の社会像と⾃⾝の⾏動計画を作成 

• 地域での実践活動等により得た課題について
再度検討 

• 上記の検討につき、オンライン空間も活⽤して、
⻘年間で共有・ディスカッション 

 

 
② 事業報告会 

• 事業横断的な事業報告会で、既参加⻘年が
まとめた事業成果を発表 
 
 

③ フォローアップ交流 
• 事業参加数年後に、リアル・バーチャルのハイブ

リッドによるフォローアップ交流を実施 

 

① 世代を超えた交流機会の創出 
• 既参加⻘年のデータベースを整備し、参加⻘

年間のアクセスを容易に 
• 既参加⻘年を集めた国際会議への協⼒・⽀

援 
 
 

② 既参加⻘年のプログラムへの参画 
• 地域実践活動やオンライン交流への既参加⻘

年の積極的な参加を募り、継続的な参画機会
を確保 

 
 

③ 地⽅公共団体との連携強化 
• 地⽅公共団体とのプログラムへの協⼒をきっかけ

に、地域の国際交流事業と内閣府事業との連
携を図り、ネットワークを強化 

 
 

④ 事後活動の⾒える化 
• IYEO ダッシュボードと協⼒して、事業参加後の

活動情報を収集、データベース化して、対外的
に発信 

 


